
一
ょ
う
た
ず
る
の
が
こ
の
出
怠
詰
ま
一
宮
各
遂
の
挺
警
視
利
問
レ
て
、

一
で
す
ま
ず
か
ら
、
之
の
書
芸
竺
四
月
上
旬
の
愛
旅
Hb-忠
に
油
、
毛

一
仰
に
帥
件
、
り
せ
な
い
よ
ョ
、
一
山
民
皆
さ
ん
一
い
た
Y
ぐ
よ
う
、
叉
記
念
樹
と
レ
て
一

一
の
愛
情
制
協
力
議
室
い
た
し
ぶ
ナ
一
人
一
季
、
は
ぜ
ひ
柏
、
毛
下
さ
い
な

一
川
町
円
建
w
で
は
山
綜
の
消
滅
に
特
に
十
す
よ
う
、
術
協
力
子
眠
い
ま
す
。

一力
点・
0
・1
か
れ
ま
す
が
一
品
市
の
よ
う
な
一
・
ハ
土
木
課
〉

一
同
門
州
「
円
円
折
、
民
間
、
聞
半
削
械

一
街
頭
で
は
絡
の
羽
根

一

来

る

二

十

日

か

ら

募
金
運
動

一
容
の
望
日
一
初
回
問
は
、
秋
の
が
い
籾
根
と
一
棋
が
当
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
か

一
疋
に
毒
自
に
矧
し
ま
れ
て
陰
り
ま
す
一
い
り
、
制
畑
中
古
開
化
の
た
め
の
む
悶
に
充
て

一
が
、
今
川
は
.
室
二
十
日
ー
か
ら
四
月
十
一
る
と
の
搬
の
勿
援
が
、
一
本
で
も
多
く

一
言
茨
で
磁
器
一
行
わ
れ
骨
子
。
今
年
一
市
民
の
雲
ん
の
胸
に
さ
ら
れ
て
、

一
は
廊
下
で
内
十
万
本
、
人
っ
計
四
百
白
万
円
一
よ
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
す
様
、
出
問
さ

-
を
問
燃
と
し
、
内

治

2
5叶
九
一
ん
の
御
協
力
を
め
か
ら
お
願
い
い
た
し

一万
4

一
千
円
と
な
う
て
い
ま
す
。
こ
の
運
一
ま
す
。
ハ
土
木
課
、
附
診
濃
)

か
り
森
旅
資
源
包
浩
一
山
田
レ
凶
土
の
保
盆

一
町
田
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。
あ
れ
か
ら
一
一
穴
忽
阪
キ
-
も
っ
て
一
婦
は
お
一
び
り
し
め
一
助
は
主
と
し
て
日
主
伝
説
州
以
校
の
庄
一

を
な
す
こ
と
は
、
同
高
情
引
の
義
三
懇

J
r磁
引
引
相

Ui--配
I
I
I
I
l
l
i
-
-
i
E

訪
日
目
h
h
p
u
h
u
u

禰
機
線
総
鰯
猶
繍
掴
圃
圃
醐
新
設

天
川
小
学
破

。
-

2
3て
誌

の

た

め

の

努

力

が

一

家

後

総

務

趨

盤

盤

駿

醜

聞

圃

掴

，

一

建

5
2
2豚
箱
根
一
誉
会

r

抗

議

韓

関

額

調

園

田

懸

命

に
工
事
を
急
ぐ
戸

川

奈

の

器

産

ず

る

た

め

に

、

二

さ

に

ふ

援

護

観

観

察

翻

錨

掴

掴

闇

『

膚
そ
の
小
句
史
認
め
ら
れ
昨
四
一
機
マ
J
J、

泌

総

繍

瀦

機

三

ザ

縦

臨

鵬

輔

輔

門

司

十

ム

ハ

午

宇

一糸
と
し
て
間
"
叫
に
一

mm阿
川
と
天
川
似
の
一
堂
軍
区

一

円

四

円

五

山

に

除

け

る

級

集

会

一

点

一

言

文

ゾ

掛

川

機

関

糠

議

機

て

十

醐

圏

踊

輯

34こ

と

ら

え

2
2一域

と
す
る
予
定
で
、
と
れ
に
入
学
す
る
一

I
l
l
i
-
-一
総

得

綴

抑

制

約

磯

毅

隣

麟

綴

畿

圏

臨

醐

鶴

川

川

地

内

(

一

-

子

山

花

urmハ
一
塁
い
は
、
今
月
巾
旬
頃
ま
で
に
ニ

第

二

十

五

号

一

塁

雲

鋭

機

機

騒

畿

圏

園

鶴

千

完

敗

地

siz--る
請
を
あ
げ
る
と
と
に
な
一

占

E

て
一
線
議
、
様
、
九
二
%
、
働
闘
機
醐
勝
機
関
幽
圃
圃
圃
圃
醐
臨
醐
一
税
、
斑
八
九
四
宮
空
間
亭
二
千
七
一
っ
て
い
ま
ナ
。
〔
写
真
は
ヱ
華
臨
む
尚
司

一
総
務
:
ス
燃
え
一
瞬
瀬
勝
蹴
臨
機
箇
園
田
醐
醐
闘
行
阿
十
八
万
円
で
を
に
附
し
工
芝
一
小
学
校

U
8霊
u

一

公
一
・
約
九
ん
や
察
側
闘
機
繍
闘
機
槻
醐
闘
闇
鶴
融
合
い
で
い
山
よ
す
が
、
起
工
以
哨
聞
か
に
一

1
1
1
1
1

一

一
線
、
ぷ
ど
、
…
t
J
勝

盤

機

麟

醸

鱒

闘

圃

圏

臨

輯

一

グ

り

の

一

月

十

八

h
、
尽
く
も
上
棟
一

A寸
H

刀
の
暦
六
日
室
、
十
二
一

徳
一
了
、
宏
一
タ
ペ
鵜
勝
機
瀦
闘
関
鱒
薗
園
田
掴
闇
醐
主
一
行
い
、
円
。
豪
州
漢
で
に
竺
円
盟
、
十
八
日
産
・
二
十
一
日
泰
分

司

一
ゃ
な
九
日
γ

品

川

警

護

鰯

議

題

圃

掴

圃

盟

元

主

で

す

。

去

、

}
5
6
3十

六

日

旧

づ

一

員

-

u

一藤;吃
.pv~
リペ
aa明
臨
欝
縦
揺
盤
圃
園
田
園
圏
闇
韻
・

目

別

松

一

ご
vy

やとい一
¥
J闘
概
幽
聞
盟
組
圃
圏
園
田
園
閣
一

回

収

一
相

絞

殺

、

悪

露

輯

闘

闘

臨

圃

圏

園

田

醐

一

川

際

的

宣

伝

に

事

れ

た

日

本

語

下

さ

い

。

会

語

、

・

四

誠

一

rf;、

、

:z一
刻
M
叶
1
1
1
1
一

の

志

向

め

て

裂

で

あ

り

ま

す

一

議

会

員

毎

日

側

関

節

一

回

世

限

悶

剖

問

点

E
M防
左

手

一

の

で

.

卒

常

誌

で

あ

る

閣

誠

一

に

対

一

特

別

会

民

間

参

白

円

咋
一
前
橋
支
部
結
成
一
兆
訪
日
山
口
諮
問
一
警
官
一
剛
需
ぽ

一

1

当
1

一

撃

に

容

字

詰

3.3と
な
っ
て
い
ま
す
。

2ub会
員
は

一

々
は
の
岬
特
集
を
始
め
ま
す

一

一

同

時

に

鰐

主

主

皇

室

取

得

す

1
配
開

一

↑
り
ま
す
。
支
仰
で
は
い
ま
会
員
を
採
っ
一

日
都
針
一
境
卒
制
の
概
況
を
円
相
と
す
る
躍
一
以
と
し
て
山
際
社
会
に
議
す
る
デ
」
一
て
い
ま
す
が
、
維
な
も
き
に
な
れ
ま
一
き
と
に
な
っ
て
医
り
ま
す
。

崎
町
菊
一
警
の
目
立
芝
協
力
す
る
危
め
、
一
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
言
集
な
一
す
か
-D
、

市

霊

長

会

椴

寝

泊

一

定

義

・
蓄

き

宅
一
さ
き
に
円
本
遣
要
野
謀
本
ぷ
一

1
11
1
1・J
l

i

l

i

-

-

-

品
一
ム
一
結
成
さ
れ
ま
し
ょ
が
、
そ
の
川
市
文
一

身

体

障

害

者

に

憲

議

を

一

刊

誌

討

し

M
h
h
h
h

t断
一
怖
が
一
一
打
十
五
h

に
設
完
ま
し
e
J

O
---
z・
崩
ら
し
く
児

童

に

も

交

付

一

語

撃

襲

告

さ

れ

附

訟

の

核

当

行

間

一

豪

語

口

需

品

幸

一

五

忠

一

一

」‘
4
4
奇
、
片
窓
会
の
ぷ
号
、
そ
の
一
身
体
障
害
一
日
の
.
随
筆
罪
者
自
一
四
九
九
名
、
計
一
ハ
一
一
一
宮
で
あ
り
ま
レ
一
省
と
し
て
批
わ
れ
て
塁
手
、
ま
だ

路
間
印
山
止
問
山
現
実
の
従
は
も
決
定

K
4一
り
、
そ
の
野
達
三
め
の
誌
を
一
た
。
然
レ
今
回
品
交
は
、
望
組
一
手
続
を
し
て
い
な
U
人
は
恩
く
届
蹴

望
謀
の
普
及
と
そ
の
回
一
誌
に
一
雪
量
、
福
合
一
控
室
隠
一
の
少
な
か
っ
た
を
不
在
始
の
孝
一
事
所
へ
閉
山
手
示
。
な
お
今
回

協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
一
申
主
の
表
情
容
を
行
い
ま
し
盗
、
一
時
間
の
た
め
耕
一
完
ね
の
万
も
お
る
か
と
一
号
改
正
に
よ
っ
て
十
八
才
宋
測
の
見

慣
約
五
営
問
況
に
泊
り
、
氾
く
同
一
そ
の
u
m
h‘本一
υ民
芸

能

三

一

服

わ

れ
h

泣
す
の
で
、
現
代
隣
室
比
一
警
撃
す
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
。

直

一

-
l

一

Q
崎
町
峡
)

本は白河
4
に
主
静
を
凶
似
し
・
バ
帥
酷
江
川
一
い
は
町
人
川
小
川
仙
一
一
一
一
一
缶
、
一
般
殴
富
一
口
一
が
行
か
な
か
っ
ど
万
は
、
不
急
山
偏
枇
一

。

. 
‘ 

， 

明

郷
土
る

H

み
ど
り
H

に

5 

講
和
記
念
植
樹
運
動
始
ま
え
w

2 第

F

・
河
↓
L
・
鰍
化
、
郷
土
緑
化
の
麻
民
遁
叫
が
、
今
川
ヤ
は
今
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

E

ま
で
の
三
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
、
採
る
二
十
回
か
ら
四
月
十
五
H
ま
で

日
掛
川
の
羽
制
緩
の
務
命
運
則
も
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
匁
は
特

冨
ピ
純
利
泌
凶
の
包
・
で
あ
り
ま
す
の
で
、
問
酬
は
恥
即
応
開
郷
土
緑
化
粧
訟
委
成
会
、
市

理

は
附
-
(
市
郷
土
緑
化
推
戸
銭
安
成
会
が
巾
心
と
な
っ
て
、
そ
の
名
も
「
講
和
問
念
植

=

霊
則
」
と
し
て
、
翌
日
本
の
仰
望
・
買
し
き
と
す
る
も
の
で
す
。

職
場

e
も
御
家
庭
で
も

記
念
植
樹
を

L
ま
し
ょ
う
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~ 
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上
水
道
拡
張
と
下
水
道
の

築
造
工
事
実
施
を
可
決

一
月
開
か
れ
た
臨
時
市
議
会
の
経
過

幌

問
問
去
に
お
い
て
修
正
ナ
る
C
と
は
日
明
叫
一
一
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
レ
た
。
然
レ
人

で
な
い
と
し
て
町
長
か
ら
改
め
て
同
殿
町
の
刷
新
異
動
は
叫
ん
国
の
弾
い
裂
留
で

索
を
第
一
一
一
号
案
と
レ
て
同
様
に
附
レ
一
あ
り
市
長
も
抑
当
の
掛
川
去
に
ζ

れ
を
断

採
決
の
結
果
、
と
れ
を
荷
と
?
る
も
の
一
行
ナ
る
窓
凶
を
明
か
に
し
ま
レ
た
。
こ

全
員
で
同
傑
例
M

宏
容
決
レ
、
約
四
阿
佐
一
れ
で
午
前
一
時
四
十
二
分
間
会
レ
ま
し

乱
を
生
ん
円
四
四
陪
吹
訟
も
副
在
ど
お
り
一
た
♂

( 2) 

目

円
J
H
HJ、
中
一
宛
白
也
回
闘
争
aa

事
一
万
一
一
十
九
号
躍
進
一
を
一
摘
し
て
附
き
罪
土
奈
良
一
塁

8

7

人
D

奴

S
I目
指
F
V

一
吉
川
阿
国
内
h
d
a
土
谷
該
医
…

mpパ
宅

業

関

白

を

説

明

、

一

マ

報

告

釘

一

号

符

決

処

分

の

作

報

告

・

日
告
一
(
告

U

で
市
か
ら
出
向
一
山
一
之
れ
に
対
レ
円
)
一
段
、
語
、

m向
、
白
一
命
露
援
を
二
月
間
限
定

必

ず

登

録

し

ま

し

ょ

5

ぴJ

一
実
関
助
山
喜
幌
市
開
し
一
石
、
向
詩
、
昨
折
々
木
、
林
、
野
、
主
貸
付
す
る
件
)
一
誌
の
倒
的
意
刀
裂
き
銃
器
一
震
に
つ
い
て
は
市
佼
謀
議
へ

日

一
て
器
照
宮
内
山
会
彦
一
六
、
梨
、
議
口
の
質
問
が
お
り
旦
を
順
次
附
号
、
第
八
号
に
同
苦
肉
一
は
、
吉
次
第
誌
す
れ
ば
聞
で
て
一
塁
で
刷
出
れ
ば
、
そ
の
話
事

初

一
で
午
前
一
二
時
七
分
問
委
則
一
口
市
長
、
葬
翠
一
誤
算
案
し
一
ぇ
、
報
第
一
号
を
一
読
し
て
午
霊
一
い
て
涼
し
っ
か
え
あ
り
喜
ん
が
、
主
務
所
信
え
、
重
意
向
伊
る
こ

を
一
ニ
仲
間
と
し
て
当
日
の
要
一
葬
費
の
勤
続
で
一
品
会
を
も
っ
て
一
時
一
一
十
『
一
分
譲
の
き
盟
国
し
と
一
集
長
の
で
所
管
長
り
ま
す
一
と
に
な
っ
て
隠
り
山
手
。
く
わ
し
い

草
案
恥
一
幸
益
要
工
事
実
施
一
伺
れ
も
震
な
く
旬
決
次
い
で
一
た
。
盆
一
一
一
十
日
採

S

一
と
規
定
義
さ
れ
、
そ
の
ト
処
罰
を
一
乙
接
選
問
曾
函
一
一
一
0
↓

に
つ
い
て
(
昭
和
一
一
十
台
度
か
・
コ
一
マ
要
望
谷
川
府
市
外
課
分
譲
例
一

事

一
臨
時
市
雲
議
定
、
二
受
け
る
震
と
な
り
手
か
む
、
霊
一
事
長
時
制
が

Evo

」

Z
一
主
ハ
主
に
至
る
十
ケ
γ
聞
に
た

m
廷
に
つ
い
て
八
重
点
柄
、
主
喜
一
月
一
一
一
十
一
円
午
笠
宮
一
一
十
一
号
在
、
少
レ
も
早
急
銭
し
て
下
一
ハ
撃
悲

報

7
2
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U
J
L
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日
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五
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い
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函

川

一
石Mね持吋時校川快ト総川叫印山問以柿蹄川悦民一兄誌一誌当吋竺-
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L

爪か山山心いど4
乱酌?'
い
い
…

腐
一

悶恵噌eU

、
ロ
晶
朗
、
一
こ
託
」
瓦
れ
川
お
刻
包
し
一

f;1
耐伊巧、…刊い冷一晴判一吋、称ヱ一京問椛哨本に入り、一一十九日の会阪で修一
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℃
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て
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般
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で
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今
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と
℃
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付
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岡
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一
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一

と
日
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入
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定
胤
で
す
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恭
子
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ニ
午
江
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勝
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寸
、
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川
五
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叫
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ま
し
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現
在
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叫
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時
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ず
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ハ
エ
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て
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山
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胤
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小
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械
が
め
り
・一
レ
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っ
。
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っ
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膨
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胤
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、

一
一
@
良
べ

M
に
任
以
IH
始
以
内
描
己
じ
な
一
れ
い
いじ

4
し
ょ
コ
。
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福
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打
力
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会

ジ
〆
イ
ジ
エ
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的
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一
似
以
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レ
℃
お
め
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川
昨
説
で
ナ
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ノ
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ア
幽
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V
訪
問
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侍

染

州

忠

今

何

に

な

っ

お
ぶ
白
川
ん
だ
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V
叫
仙
川
抱
一
時
八
角
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者
授
生
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て
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出
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比
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ペ

イ

ジ

泌

総

幽
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俊
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・
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一
給
与
し
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出
泊
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一
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ハ
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幽
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尚
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;

一
赤
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一
‘
疑
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必
則
自
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町
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痢
ニ
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ル
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ス
メ
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見
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司
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三

時

開

&
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鑑
賞
合
十
日
開
催
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昨
托
豆
町
口
開
催
以
副
作
、
市
民
h
u
皆
芯
ん
今
年
の
町
山
一
一
刊
は
川
問
。
山
VJυ

を
こ
む

に
矧
ま
れ
て
派
た
e
E
E
レ
コ
ー
ド
艦

て
持
別
ブ
ロ
を
削
ほ
し
・
次
の
よ
-
コ
に

鎚
盆
は
、
審
の
訪
れ
と
共
に
今
月
か
ら

開

山惜し
ま
ず
か
ら
市
民
の
皆
右
ん
が
一

再
開
し
.
昨
年
同
様
毎
月
十
u
口
午
後
乱

人
℃
も
多
く
引
い
米
長
下
一
と
る
よ
っ
早
川
叫

隠
牟

-Fhd市
立
図
醤
際
で
開
き
ま
す
@
い
た
し
ま
す
。
な
お
ス
川
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無
料
℃
、
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五
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マ
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岳
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〉
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八
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大
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い
角
凶

浩
也
ト
山

内
治
曲
、
拠
ハ
短
翻
、
皆
同

。
プ
ロ



書

〈唾 J

で
、
々
っ
と
日
暮

υ問
の
仕
妻
し
ご
た
重
義
、
吐
て
下
さ
い
。
競
馬
競
輪
一
襲
撃
、
電
化
延
長
、
緒
対
必
要
に

い
る
。
一
日
程
色
何
処
ま
で
と
き
一
は
、
翼
の
極
議
く
よ
う
な
も
の
で
一
付
積
極
川
に
運
動
議
希
望
、
産
第

め
て
意
思
告
を
さ
せ
れ
ほ
ぷ
一
ナ
。
私
は
別
に
と
れ
と
一
宮
逗
界
一
一
事
業
也
。

っ
と
恩
〈
々
る
と
人
夫
い
が
言
っ
て
い
る
一
り
ま
せ
ん
か
ら
、
市
会
の
方
々
で
さ
え
一
つ
ロ
ィ
、
聾
誤
旅
行
期
を
苧
イ
一
衛

そ

う

し

て

阜

く

き

れ

い

な

芝

ず

る

不

一

て

下

さ

い
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一

生

よ

の

注

意

事

聖

書

円

重

で
す
、
ぞ
う
す
れ
ば
氾
は
き
れ
い
に
な
一
円
己
絞
殺
に
は
市
山
受
注
て
決
定
三
を
喚
起
レ
て
ほ
し
い
口
、
火
災
に
対
す

っ
て
各
凶
器
見
、
霊
式
一
拍
も
な
く
一
れ
た
事
主
体
的
に
蹴
せ
て
下
さ
る
よ
一
塁
雪
露
。

な
る
。
霊
会
問
事
ん
に
な
れ
ば
一
義
理
い
た
し
ま
す
。
よ
さ
ィ
、
市
部
豪
雪
案
が
あ
る

す
ぐ
抑
え
る
与
言
う
市
で
す
。
私
0

2

9

5
納
雲
監
役
断
ま
で
ま
乙
ぞ
一
、
二
日
先
に
し
に
、
り
ど
う
か
、

な
ど
毎
日
重
工
事
さ
れ
て
い
る
の
で
一
に
済
み
ま
す
が
、
そ
の
他
の
場
合
は
わ
一
現
在
の
結
成
績
か
と
て
も
市
民
の

仕
事
に
な
ら
ず
図
っ
て
隠
り
ま
す
ο

車
一
ざ
わ
ざ
役
所
ま
で
ま
な
け
れ
ば
思
一
納
得
の
を
言
語
裂
し
手
。

く
き
れ
い
に
し
て
芸
ぃ
、
仕
震
な
一
尼
り
な
い
で
多
忙
の
時
宗
艇
で
な
り
一

紅

雲

町

一

主

婦

喝

、
い
と
税
愈
ど
と
ろ
じ
阜
、
有
り
ま
せ
ん
、
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ま
せ
ん
、
そ
こ
で
納
杭
の
場
合
の
よ
う
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四

十

九

蔵

。

。

一人
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f
ヴ
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レ
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り
陪
る
わ
け
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も
一
死
語
で
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ο
税
金
室
長
虫
る
に
、
需
に
出
張
所
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け
、
種
々
の

一〈一
一
一
〉
一
巾
税
を
申
き
し
て
下
示
。

堀

川

町

主

婦

一

お
る

t
礼
儀
遣
し
く
叩
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τは
手
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郡
市
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れ
い
に
す
る

一手
続
き
を
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っ
て
市
民
の
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を
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づ
か
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く
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で
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ご
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、

切
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萩
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出
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手
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ハ
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書
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安
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放
。

-4
2て
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急
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一
円
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査
に
対
し
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四

十

五
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男
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遜
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へ
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け
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踏
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E
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寝
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芝
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一
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一
)
見
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簡
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と
思
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ロ
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え
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一

穂
食
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て
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方
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の
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・
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手
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範
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一
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財
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一
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一
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去
に
き
レ
て
民
主
宗
主
い
一
日
一
髪
業

五
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宅
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設
窓
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。
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一
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度
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反
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れ
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。
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0
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れ
れ
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茜
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あ
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司
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岐
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司
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。
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入
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叉
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近
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。
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だ
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、
故
福
富
市
を
掲
載
一

紙

袋

委

託

製

造

提

一

れ
あ
る
十
町
、
引

r
rじ

一
っ
て
下
さ
い
。

ド
一
一
人
剛
一
刷
だ
け
が
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
一
レ
て
は
如
何
。
乾
融
取
引
附
が
即
答
一
五
十
五
麗
男
一
ニ

i
R会
史
の
イ
ン
グ
シ
、
ヒ
ク
ツ
を
一

0

0

一
叫
す
が
あ
る
こ
れ
が
州
内
な
い
で
大
前
一
と
し

Z
E糸
取
引
A
も
同
時
に
議
一

2
u
霊

能

喝

の

火

開

発

出

。

一

象

徴

レ

怠

警

の

襲

警

警

護

一

高

田

町

電

導

過

信

技

官

判
一
憶
が
聞
い
て
わ
さ
れ
る
と
い
っ
た
も
の
正
考
え
て
ほ
し
い
。
‘
士
一
一
U

市
際
報
は
一
一
旧
日
賦
せ
る
も
、
一
?
」
と
、
抗
議
で
な
く
H
民

り

友

、

相

一

五

十

二

歳

男

a.7。
十

(

吉

一

U

市
常
住
揺
を
ア
パ
ー
ト
式
に
し
一
そ
の
後
一
回
開
な
し
。
一
段
相
手
』
」
お
き
と
を
塁
。
一
八
一
一
一
)
下
水
を
つ
く
づ
て
も
ら
い
た
レ

幻
一
〈
一
一
V

震

の

て

、

娯

楽

章

映

画

で

も

語

願

い

3

一

(

一

三

塁

の

望

。

↑

0

0

一

c

c

一

一

一

一

無

職

ニ

十

五

歳

男

和

一

党

日

ぃ

。

o

o

J

才

川

昨

白

色

一

盛

謹

品

轡

業

一

ハ

一

U

前
橋
駅
に
を
迦
し
て
下
6

一
一一
1
九
日
，

理

盤

屈

の

主

婦

一

二

十

七

蔵

男

一

'

四

十

九

才

男

一

ぃ。

(

一

-

一

」

照

部

品

則

ニ

十

九

麗

女

一

ハ

一

U

犯
縦
防
止
の
叫
ば
れ
て
い
る
折
一
ハ
一

v
ィ
、
語
一
一
聞
の
藷
山
口
、
拡
張
一
合
一
U

剛
一
岡
市
に
起
き
た
ニ
ュ
ー
ス
等

授

の

君

、

ハ

一

証

言

毎

日

善

事

み

一

柄

、

競

馬

量

輸

に

ば

か

り

曹

に

な

一

宮

市

中

長

ハ

、

富

笠

宮

一

税

金

童

相

働
/
五
役
所
だ
、
い
る
と
、
。
人
夫
が
一
日
一
八
O
円
な
の
一
っ
て

f

毘
固
な
い
で
、
も
う
少
し
築
の
き
い
一
買
収
促
進
一
一
、
内
向
耐
鼠
化
に
従
い
前
-
て
下
ざ
い
。

調5 2 第鞍
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ま
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